
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
表
現
論

位

藤

安日

生

本
稿
は
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
を
表
現
論
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
試
み
で

(
1
)
 

あ
る
。
主
に
佐
藤
恒
雄
氏
の
大
著
『
藤
原
為
家
研
究
』
特
に
「
序
章
後
嵯
峨

院
の
時
代
」
に
学
び
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
問
題
を
検
討
し
た
い
。

本
歌
合
は
十
題
で
あ
る
。
最
初
に
こ
の
歌
題
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

引
用
し
た
『
院
御
歌
合
』
の
本
文
は
永
青
文
庫
本
(
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
・

第
八
巻
)
に
拠
り
、
そ
の
ほ
か
の
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』

(
C
D
l

R
O
M
版
)
お
よ
び
『
新
編
私
家
集
大
成
』

(
C
D
l
R
O
M
版
)
に
拠
る
。

一
早
春
震
(
春
)
元
仁
二
年
(
嘉
禄
元
年
、
一
二
二
五
)
三
月
二
十
九
日
に

九
条
基
家
邸
で
催
さ
れ
た
『
詠
三
十
首
』
に
見
ら
れ
る
歌
題
で
、
定
家
、
家
隆
、

慈
円
、
隆
祐
ら
の
作
品
が
現
存
す
る
。
そ
れ
以
前
の
用
例
は
見
つ
け
得
て
い
な

い
。
「
早
春
霞
」
に
は
後
嵯
峨
院
政
の
初
発
を
祝
う
隠
輸
が
あ
り
、
歌
合
参
加
者

の
全
員
が
そ
れ
を
承
知
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
作
品
に
直
接
の
表
出
は

な
い
。
か
つ
て
順
徳
院
の
命
に
よ
っ
て
詠
進
さ
れ
た
『
建
保
名
所
百
首
』
(
『
内

裏
名
所
百
首
』
と
も
、
建
保
三
年
十
月
成
立
)
中
、
水
無
瀬
川
に
、
定
家
は

春
の
色
を
い
く
万
代
か
み
な
せ
川
霞
の
ほ
ら
の
苔
の
み
ど
り
に
(
『
拾
遺
思

草』

一
一
二
七
)

と
詠
ん
で
お
り
、
「
霞
の
ほ
ら
」
は
仙
洞
御
所
(
こ
こ
で
は
水
無
瀬
離
宮
)
を
指

し
て
い
た
。
山
花
(
春
)
歌
題
と
し
て
の
「
山
花
」
は
『
藤
原
親
盛
集
』
が
初
出
が

と
思
わ
れ
る
が
、
良
経
の
『
秋
篠
月
清
集
』
(
一

O
二
二
)
家
隆
の
『
壬
二
集
』

(二

O
四
四
・
二

O
四
六
)
の
ほ
か
、
定
家
、
雅
経
も
『
御
室
五
十
首
』
中
に

「
山
花
」
題
の
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
為
家
も
『
院
御
歌
合
』
に
先
立
つ
貞
永
元

年
(
一
二
三
二
)
「
内
裏
当
座
」
歌
会
に

山
花

山
た
か
み
ふ
き
く
る
風
の
に
ほ
は
す
は

尾
上
の
雲
を
花
と
見
ま
し
ゃ

(
『
大
納
言
為
家
集
』

を
残
し
て
い
る
。
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一
六
九
)

『
大
納
言
為
家
集
』
(
三
四
六
)
に

宝
治
元
年
仙
洞
十
首
歌
合

身
を
な
け
く
泊
は
時
も
わ
か
れ
ぬ
に
さ
月
に
き
な
く
ほ
と
』
き
す
か
な

が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
先
行
す
る
私
家
集
『
俊
頼
集
』
『
実
国
集
』
に
は
「
閏
五

の
題
が
見
ら
れ
る
が
、
「
五
月
郭
公
」
は
『
院
御
歌
合
』
が
初
出
か
。

正
治
二
年
(
一
二

O
O
)
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』
や
建
保

五
月
郭
公
(
夏
)

五
月
時
鳥

月
郭
公
」初
秋
風
(
秋
)

元
年
(
建
暦
二
年
、
三
二
二
)
『
松
尾
社
歌
合
』
の
歌
題
に
「
初
秋
風
」
が
あ

り
、
良
経
、
慈
円
、
雅
経
、
定
家
ら
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
に

も
問
題
の
歌
が
あ
る
。

四

松
尾
歌
合
に
、
初
秋
風



あ
ら
た
ま
の
こ
と
し
も
な
か
は
い
た
つ
ら
に

涙
か
す
そ
ふ
荻
の
上
風

(
『
拾
遺
愚
草
』
二
二
三
三
)

海
辺
月
(
秋
)
早
い
例
は
、
為
業
入
道
(
寂
念
)
が
催
し
た
歌
合
に
お

け
る
顕
輔
の
歌
の
題
や
、
源
師
光
が
小
野
宮
で
開
い
た
歌
合
の
題
、
ま
た
『
千

五載
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
二
九
一
に
載
る

海
辺
月
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る

俊
恵
法
師

な
が
め
や
る
心
の
は
て
ぞ
な
か
り
け
る
あ
か
し
の
お
き
に
す
め
る
月
影

な
ど
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
は

和
歌
所
の
歌
合
に
、
海
辺
月
を

藤
原
家
隆
朝
臣

秋
の
夜
の
月
や
を
じ
ま
の
あ
ま
の
は
ら
あ
け
が
た
ち
か
き
お
き
の
つ
り
ぷ

ね
(
秋
歌
上
・
四

O
三
)

和
歌
所
歌
合
に
、
海
辺
月
と
い
ふ
事
を

前
大
僧
正
慈
円

和
歌
の
う
ら
に
月
の
で
し
ほ
の
さ
す
ま
ま
に
夜
な
く
つ
る
の
声
ぞ
か
な
し

き
(
雑
歌
上
・
一
五
五
六
)

も
し
ほ
く
む
袖
の
月
か
げ
お
の
づ
か
ら
よ
そ
に
あ
か
さ
ぬ
す
ま
の
う
ら
人

(
定
家
J

同
右
・
一
五
五
七
)

あ
か
し
が
た
色
な
き
人
の
袖
を
み
よ
す
ず
ろ
に
月
も
や
ど
る
も
の
か
は

(
秀
能
・
同
右
・
一
五
五
八
)

の
四
首
が
、
建
永
元
年
(
一
二

O
六
)
七
月
に
和
歌
所
で
開
催
さ
れ
た
所
調
『
卿

相
侍
臣
歌
合
』
か
ら
採
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
歌
合
に
お
け
る
問
題
の
作
品
は
『
後

鳥
羽
院
御
集
』
に
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る。

こ
の
歌
題
は
『
院
御
歌
合
』
が
初
出
か
。
『
草
庵
集
』
な

ど
後
の
歌
集
に
は
散
見
さ
れ
る
。

--'--/、

野
外
雪
(
冬
)

七

勅
撰
集
で
は
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
恋
歌
二
(
七
四
三
)

う
へ
の
を
の
こ
ど
も
、
忍
久
恋
と
い
へ
る
心
を
つ
か
う
ま
つ
り
け
る

忍
久
恋
(
恋
)

御
製
(
後
堀
河
院
)

よ
そ
に
の
み
お
も
ひ
ふ
り
に
し
年
月
の
む
な
し
き
か
ず
ぞ
つ
も
る
か
ひ
な

つ
い
で
に

き私
家
集
で
は
『
教
長
集
』
(
『
前
参
議
教
長
卿
集
』
)
に

忍
久
恋

わ
が
恋
の
同
し
色
な
る
衣
手
に

ふ
り
ぬ
る
な
み
た
猶
つ
〉
む
か
な
(
恋
歌

六
五
八
)

a且
τ

円
ノ
“

が
、
「
忍
久
恋
」
題
を
最
初
に
使
用
し
た
も
の
か
。
新
古
今
時
代
の
用
例
は
見

当
た
ら
な
い
。

}¥ 

逢
不
遇
恋
(
恋
)

左
京
大
夫
経
忠

遇
不
遇
恋
の
心
を
よ
め
る

ひ
と
よ
と
は
い
つ
か
ち
ぎ
り
し
か
は
た
け
の
な
が
れ
て
と
こ
そ
お
も
ひ
そ

め
し
か
(
『
金
葉
和
歌
集
』
二
度
本
・
恋
部
上
・
三
九
七
)

逢
不
逢
恋
の
こ
こ
ろ
を

左
兵
衛
督
実
能

お
も
ひ
き
ゃ
あ
ひ
み
し
夜
は
の
う
れ
し
さ
に
の
ち
の
つ
ら
さ
の
ま
さ
る
べ

し
と
は
(
『
金
葉
和
歌
集
』
三
奏
本
・
恋
下
・
四
四

O
)

が
勅
撰
集
に
見
え
る
早
い
例
。
院
政
期
、
鎌
倉
期
の
勅
撰
集
、
私
家
集
等
に
頻

出
す
る
。
「
逢
不
遇
恋
」
「
会
不
会
恋
」
な
ど
幾
通
り
も
の
表
記
が
あ
る
。



旅
宿
嵐
(
罷
旅
)

石
清
水
歌
合
に
、
旅
宿
嵐
と
い
ふ
事
を

岩
が
ね
の
と
こ
に
嵐
を
か
た
し
き
て
ひ
と
り
や
ね
な
ん
さ
よ
の
中
山
(
『
新

古
今
和
歌
集
』
罵
旅
・
九
六
二
)

が
あ
る
。
当
該
歌
合
は
建
仁
元
年
ご
二

O
一
)
十
二
月
に
催
行
さ
れ
た
歌
合

で
、
「
社
頭
松
」
「
月
前
雪
」
「
旅
宿
嵐
」
の
三
題
で
あ
っ
た
。
問
題
の
も
と
に
作

ら
れ
た
定
家
、
慈
円
の
歌
も
現
存
し
て
い
る
。

九

(
有
家
朝
臣
)

社
頭
祝
(
神
祇
)
『
寂
蓮
集
』
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
等
に
見
え
る
歌
題
で
、

『
秋
篠
月
清
集
』
『
拾
玉
集
』
に
は
「
社
頭
祝
言
」
の
形
も
あ
る
。
勅
撰
集
で
は

『
続
後
撰
和
歌
集
』
収
載
の
、
『
院
御
歌
合
』
に
お
け
る
後
嵯
峨
院
の
作
が
初
出
。

十

首

歌

合

に

、

社

頭

祝

太

上

天

皇

(

後

嵯

峨

院

)

わ
が
す
ゑ
の
た
え
ず
す
ま
な
ん
い
す
予
が
は
そ
こ
に
ふ
か
め
て
き
よ
き
心

を
(
神
祇
歌
・
五
三
四
)

後
嵯
峨
院
の
当
該
歌
を
撰
者
の
為
家
は
「
神
祇
歌
」
の
部
に
収
載
し
た
。
「
社
頭

祝
」
は
部
立
て
と
し
て
は
「
神
祇
」
と
「
賀
」
で
悩
む
と
こ
ろ
だ
が
、
為
家
の

意
図
を
汲
ん
で
「
神
祇
」
と
し
た
。
『
千
載
和
歌
集
』
『
新
古
今
和
歌
集
』
『
新
勅

撰
和
歌
集
』
神
祇
歌
に
「
社
頭
雪
」
題
の
歌
(
そ
れ
ぞ
れ
一
二
六
六
、
一
八
九

0
・
五
五
二
が
採
ら
れ
る
な
ど
、
他
の
勅
撰
集
の
例
に
照
ら
し
て
み
て
も
問

十題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

『
新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
に
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
な
る
作
品
が
収
載
さ
れ

て
い
る
。
底
本
と
さ
れ
た
静
嘉
堂
文
庫
蔵
伝
民
部
卿
局
筆
本
に
は
「
正
治
二
年

九
月
十
二
日
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
明
月
記
』
の
記
事
や
明
後
鳥
羽
院
御

集
』
を
参
看
し
て
、
久
保
田
淳
氏
は
「
正
治
二
年
三
二

O
O
)
の
九
月
か
一

(
2
)
 

O
月
頃
、
後
鳥
羽
院
の
仙
洞
で
催
さ
れ
た
歌
合
」
と
さ
れ
た
。
題
は
次
の
十
題

で
あ
る
。

神
祇
(
神
祇
)
、
若
草
(
春
)
、
落
花
(
春
)
、
菖
蒲
(
夏
)
、
時
鳥
(
夏
)
、
浦
月

(
秋
)
、
山
嵐
(
秋
)
、
暁
雪
(
冬
)
、
水
鳥
(
冬
)
、
庭
松
(
雑
)

こ
れ
を
前
項
で
見
た
『
院
御
歌
合
』
の
歌
題
と
比
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
言
え
よ
う
か
。

て
『
院
御
歌
合
』
で
は
捧
尾
の
題
で
あ
る
「
神
祇
」
が
、
『
仙
洞
士
人
歌
合
』

で
は
回
目
頭
の
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
一
、
『
院
御
歌
合
』
で
は
、
季
(
六
題
、
内
訳
は
春
2
・
夏
1
・
秋
2
・
冬
1
)
、

恋
(
二
題
)
、
覇
旅
(
一
題
)
、
神
祇
(
一
題
)
の
構
成
で
あ
る
が
、
『
仙
洞
十
人

歌
合
』
で
は
、
神
祇
(
一
題
)
、
季
(
八
題
、
内
訳
は
春
2
・
夏
2
、
秋
2
・
冬

2
)
、
雑
(
一
題
)
の
構
成
で
あ
る
。

右
の
歌
題
と
全
体
の
構
成
に
注
目
し
て
見
れ
ば
、
『
院
御
歌
合
』
は
全
体
と
し

て
勅
撰
和
歌
集
に
準
じ
た
部
立
て
に
な
っ
て
い
て
、
十
題
に
過
ぎ
ぬ
と
は
い
い

な
が
ら
、
格
を
重
ん
じ
た
「
晴
の
盛
儀
」
の
意
識
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
の
ほ
う
は
、
「
神
祇
」
を
冒
頭
に
立
て
る
な
ど
、
菊
池

(
3
)
 

仁
氏
の
言
う
「
法
楽
的
要
素
」
が
顕
著
で
あ
ろ
う
。
各
季
に
二
題
ず
つ
を
配
し
、

「
恋
」
「
罵
旅
」
を
入
れ
ぬ
の
も
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

両
歌
合
の
冒
頭
歌
を
見
て
み
よ
う
。

戸

h
d
'
n
L
 



一
番

早
春
霞

女
房
(
後
嵯
峨
院
)

い
づ
く
よ
り
春
は
来
ぬ
ら
ん
天
の
と
の
あ
く
る
も
ま
た
す
立
霞
哉

承
明
門
院
小
宰
相

左
勝

右
春
き
て
も
な
を
氷
し
く
衣
川
か
す
み
も
い
く
へ
た
ち
わ
た
る
ら
ん

番

左
近
少
将
藤
原
定
家

神
祇

君
を
ま
も
る
天
照
神
の
し
る
し
あ
れ
ば
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
あ
き
の
よ
の
月

左
勝

右

上
総
介
藤
原
家
隆

み
ぬ
よ
ま
で
心
ぞ
す
め
る
神
か
ぜ
や
み
も
す
そ
川
の
あ
か
つ
き
の
こ
ゑ

両
歌
合
に
載
せ
ら
れ
た
歌
の
全
体
的
な
比
較
は
後
に
行
う
こ
と
と
し
て
、
と

り
あ
え
ず
一
番
だ
け
の
比
較
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
述
べ
て
み
よ
う
。
後
嵯
峨

院
の
「
早
春
霞
」
の
歌
は
典
型
的
な
祝
言
で
、
院
政
の
始
発
を
自
ら
祝
う
内
容

で
あ
る
。
一
方
定
家
の
歌
も
常
套
的
な
神
祇
歌
で
あ
る
が
、
末
句
に
「
あ
き
の

よ
の
月
」
と
限
定
し
て
い
る
の
は
、
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
の
催
行
が
「
正
治
二
年

竺

二

O
O
)
の
九
月
か
一

O
月
頃
」

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

こ
の
歌
合
が
「
神
祇
」
題
を
目
冒
頭
に
置
く
の
は
、
「
法
楽
的
要
素
」
の
重
視
だ
け

で
な
く
、
「
若
草
」
(
春
)
題
を
回
目
頭
に
お
い
て
は
歌
合
開
催
の
時
節
に
は
ず
れ

る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
宝
治
元
年
九
月

に
催
行
さ
れ
た
『
院
御
歌
合
』
で
は
、
催
行
の
季
節
は
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
ず
、

歌
題
の
選
択
と
歌
合
全
体
の
構
成
と
が
よ
り
重
ん
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
後
嵯
峨
院
の
歌
(
左
)
に
合
わ
せ
ら
れ
た
小
宰
相
の
歌
(
右
)
は
、
晴
の

一
首
の
視
点
人
物
は
、
春

が
来
て
周
囲
に
霞
が
立
ち
わ
た
っ
た
こ
と
も
知
ら
ぬ
げ
に
、
今
も
衣
の
袖
を
涙

で
凍
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
作
者
小
宰
相
の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
て
受
け
止

(
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め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
、
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
佐
藤
恒
雄
氏
は
『
院

御
歌
合
』
に
つ
い
て
、
「
「
野
外
雪
」
と
か
「
早
春
震
」
な
ど
の
題
に
対
し
て
、

祝
い
に
寄
せ
て
詠
ん
だ
歌
人
が
多
か
っ
た
こ
と
自
体
、
こ
の
歌
合
を
支
配
し
て

い
た
雰
囲
気
を
窺
わ
せ
る
」
と
指
摘
し
、
「
院
の
全
て
の
歌
に
対
す
る
過
褒
」
や

「
祝
い
に
寄
せ
た
内
容
を
重
視
す
る
姿
勢
」
が
濃
厚
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
お

ら
れ
る
が
、
小
宰
相
の
歌
に
見
ら
れ
る
い
わ
ば
「
私
的
視
点
」
の
提
示
は
、
右

に
述
べ
ら
れ
た
祝
言
性
べ
っ
た
り
の
内
容
へ
の
「
薬
味
」
、
ま
た
は
隠
し
味
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。

一
方
、
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
の
冒
頭
、
定
家
と
家
隆
の
歌
の
番
は
、
祝
言
性
と

と
も
に
一
首
の
観
照
性
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
て
、
和
歌
の
文
学
性
を
際
立
た
せ

歌
合
の
一
番
歌
と
し
て
は
異
例
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

一26-

て
い
る
。
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
は
十
題
、
作
者
は
十
人
、
各
題
五
番
で
全
五
十
番
、
萩

谷
朴
氏
の
『
平
安
朝
歌
合
大
成
培
補
新
訂
玉
』
中
「
第
二
部
史
論
・
総
説
・
書

志
篇
」
「
第
二
章
平
安
朝
歌
合
の
分
類
」
「
第
十
二
節
結
番
方
法
に
よ
る
性

格
的
分
類
」
の
、
「
「

ω一
切
約
束
の
な
い
自
由
な
歌
合
」
(
い
わ
ゆ
る
乱
合
)
で
、

女
房
(
後
鳥
羽
院
)
ら
十
人
の
作
者
は
左
右
に
わ
か
た
れ
ず
、
組
み
合
わ
せ
も

自
由
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
女
房
(
後
鳥
羽
院
)
の
成
績
は
勝
三
、
持
二
、
負

五
で
あ
る
。

一
方
、
『
院
御
歌
合
』
は
十
題
、
作
者
は
左
方
が
女
房
(
後
嵯
峨
院
)
以
下
十



三
人
、
右
方
が
承
明
門
院
小
宰
相
以
下
十
三
人
、
計
二
十
六
人
、
各
題
十
三
番

で
全
百
三
十
番
、
萩
谷
氏
分
類
の
「
∞
分
属
歌
数
・
結
番
者
・
披
講
順
全
部
一

定
の
歌
合
」
で
、
女
房
(
後
嵯
峨
院
)
の
成
績
は
勝
九
、
持
一
で
あ
っ
た
。

(
結
番
対
手
の
小
宰
相
は
負
九
、
持
二
。
十
三
組
目
の
嘉
陽
門
院
越
前
と
藤
原

為
家
(
判
者
)
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、
越
前
が
勝
九
-
持
一
(
従
っ
て
為
家
は

負
九
、
持
ニ
。
『
院
御
歌
合
』
に
お
け
る
冒
頭
番
と
捧
尾
番
の
シ
ン
メ
ト
リ
カ

ル
な
構
成
は
、
右
の
「
結
番
方
法
」
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
宝
治
元
年

『
院
御
歌
合
』
が
披
講
の
場
を
持
た
ず
、
為
家
の
後
日
判
を
加
え
て
完
成
さ
れ

た
の
も
、
一
作
品
と
し
て
の
構
成
面
か
ら
見
れ
ば
、
ま
こ
と
に
好
都
合
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

『
院
御
歌
合
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

寛
元
元
年
(
一
二
四
六
)
正
月
、
こ
の
年
二
十
七
歳
の
後
嵯
峨
天
皇
は
、
四

歳
の
久
仁
親
王
(
後
の
後
深
草
天
皇
)
に
譲
位
し
、
院
政
を
敷
い
た
。
翌
宝
治

元
年
(
一
二
四
七
)
九
月
項
『
院
御
歌
合
』
が
催
行
さ
れ
た
。

一
方
、
『
仙
桐
十
人
歌
合
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

建
久
九
年
(
一
一
九
八
)
正
月
、
こ
の
年
十
九
歳
の
後
鳥
羽
天
皇
は
、
四
歳

の
為
仁
親
王
(
後
の
土
御
門
天
皇
)
に
議
位
し
、
院
政
を
敷
い
た
。
翌
々
年
、

正
治
二
年
(
一
二

O
O
)
九
月
頃
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
が
催
行
さ
れ
た
。

後
嵯
蛾
院
主
催
の
『
院
御
歌
合
』
も
、
後
鳥
羽
院
主
催
の
『
仙
洞
十
人
歌
合
』

も
、
開
催
の
重
要
な
目
的
の
一
つ
が
、
新
た
に
始
め
ら
れ
た
院
政
を
言
祝
ぎ
、

e

長
久
を
祈
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
残
さ
れ
た
作
品
の
解
読
か
ら

も
そ
の
こ
と
が
言
え
る
。
た
だ
し
、
右
の
比
較
に
見
ら
れ
る
小
異
に
つ
い
て
は
、

説
明
の
要
が
あ
る
。
十
九
歳
で
譲
位
し
た
後
鳥
羽
院
に
つ
い
て
、
樋
口
芳
麻
呂

(
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氏
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
。

後
鳥
羽
院
の
歌
は
、
在
位
中
の
作
と
み
ら
れ
る
も
の
は
一
首
も
知
ら
れ
て

い
な
い
。
天
皇
時
代
に
も
あ
る
程
度
歌
書
を
読
み
、
歌
学
の
教
養
も
身
に

付
け
、
少
し
は
歌
も
詠
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
資
料
が
皆
無
で
あ
る
。
い
ま
は
、
上
皇
に
な
っ
て
生
じ
た
余
裕
、
自

由
さ
の
な
か
で
、
和
歌
の
お
も
し
ろ
さ
に
も
目
を
ひ
ら
か
れ
、
心
が
は
げ

し
く
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。

残
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
限
り
、
後
鳥
羽
院
が
和
歌
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
る

の
は
、
翌
々
年
の
正
治
二
年
後
半
か
ら
の
こ
と
で
、
正
治
元
年
に
は
蹴
鞠
に
熱

中
し
、
そ
の
他
諸
所
の
訪
問
や
社
寺
参
詣
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
後
鳥
羽

院
が
自
ら
の
院
政
の
長
久
を
予
祝
す
る
歌
合
(
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
)
を
聞
い
た

の
が
、
譲
位
二
年
後
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
後
嵯
峨
院
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
佐
藤
恒
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
書
か

n
i
 
つ臼

れ
た
。
仁
治
三
年
天
皇
即
位
後
の
文
学
活
動
を
辿
っ
て
み
る
と
、
天
皇
在
位
中
に

和
歌
御
会
を
催
し
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
寛
元
三
年
末
ま
で
の
内
裏

関
係
の
文
雅
は
、
御
書
所
作
文
会
と
連
句
会
が
主
で
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に

三
年
十
一
月
に
当
座
和
歌
御
会
が
一
度
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

佐
藤
氏
は
「
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
和
歌
も
よ
う
や
く
仙
洞
に
入
り
」



と
記
さ
れ
た
後
に
、
宝
治
元
年
の
和
歌
行
事
を
列
挙
し
『
院
御
歌
合
』
を
含
め

て
お
ら
れ
る
。
宝
治
元
年
二
十
八
歳
の
後
嵯
峨
院
に
と
っ
て
は
、
や
や
遅
い
和

歌
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。
佐
藤
氏
は
後
嵯
峨
院
が
e

「
白
河
院
政
期
を
濃
厚
に
志

向
し
て
い
た
」
点
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
佐
藤
氏
が
同
時
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、

後
嵯
峨
院
に
は
「
白
河
院
な
ら
び
に
後
鳥
羽
院
の
事
跡
と
そ
の
御
代
を
理
想
と

す
る
心
」
が
あ
り
、
『
院
御
歌
合
』
も
そ
う
し
た
後
鳥
羽
院
敬
慕
の
あ
ら
わ
れ
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
五

(
和
歌
第
六
)
に
は
、
「
長
柄
橋
の
橋
柱
に
て
つ
く
り
た
る
文
台
は
、
俊
恵
法
師

が
も
と
よ
り
っ
た
は
り
て
、
後
鳥
羽
院
の
御
時
も
、
御
会
な
ど
に
と
り
い
だ
さ

一
院
の
御
会
に
、
彼
の
影
の
前
に
て
、
其
の
文
台
に
て
和
歌
披
講
せ

(
6
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ら
る
な
る
、
い
と
興
あ
る
事
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

れ
け
り
。

一
院
は
後
嵯
峨
院
、
彼

の
影
と
は
清
輔
所
伝
の
人
丸
影
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
「
白
川
院
、
こ
の
道
御
こ

の
み
あ
り
て
、
彼
の
影
を
め
し
て
、
勝
光
明
院
の
宝
蔵
に
お
さ
め
ら
れ
け
り
」

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
後
嵯
峨
院
に
と
っ
て
は
、
文
台
も
人
丸
影
も
と
も
に

尊
敬
す
る
先
帝
た
ち
の
遺
品
で
あ
っ
た
。四

主
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
に
つ
い
て
、
佐
藤
恒
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

お
そ
ら
く
は
為
家
が
人
撰
に
関
与
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
D

歌
合
と
F
百
首
の
場
合
は
、
か
な
り
事
情
を
異
に
し
、
努
め
て
広
く
歌
人

を
集
め
よ
う
と
し
た
あ
と
が
あ
り
あ
り
と
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、

D
で
は
、

と
こ
ろ
が
、

参
加
者
二
十
六
名
中
、
草
創
メ
ン
バ
ー
の
十
一
名
は
一
致
す
る
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
十
玉
名
は
E
で
加
わ
っ
た
十
五
名
と
は
完
全
に
異
な
っ
た
人

撰
を
し
て
、
女
房
六
名
、
蓮
生
、
禅
信
、
信
実
ら
有
力
歌
人
を
加
え
た
し
、

F
で
も
、
そ
の
上
さ
ら
に
十
七
名
の
新
人
を
登
場
さ
せ
、
道
助
法
親
王
、

真
観
、
基
家
な
ど
の
有
力
歌
人
を
加
え
、
女
房
も
お
そ
ら
く
す
べ
て
を
網

羅
し
て
九
名
と
す
る
な
ど
し
、
結
局
現
役
の
廷
臣
は
十
三
名
に
押
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
来
る
べ
き
勅
撰
集
を
目
ざ
し
て

の
措
置
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
催
し
が
、
い
ず
れ
も
難

陳
や
披
講
の
場
を
持
た
な
い
、
そ
の
意
味
で
完
全
な
る
晴
儀
と
は
い
え
ぬ

形
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
な
お
前
述
の
知
き
原
則
と
規
制
が
強
か
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
な
く
は
な
い
。

-28ー

右
の
文
章
中
の

D
歌
合
が
、
『
院
御
歌
合
』
で
、

F
百
首
は
宝
治
二
年
正
月
十

八
日
に
御
覧
の
あ
っ
た
『
宝
治
百
首
和
歌
』
で
あ
る
。
「
前
述
の
知
き
原
則
と
規

制
」
と
は
、
佐
藤
氏
が
「
こ
の
歌
壇
が
、
君
側
の
高
級
廷
臣
た
ち
に
よ
る
内
々

の
会
と
し
て
出
発
し
」
「
そ
れ
は
文
学
の
た
め
の
会
と
い
う
よ
り
、
宮
廷
行
事
の

一
環
と
し
て
催
さ
れ
」
「
構
成
メ
ン
バ
ー
の
限
定
を
伴
う
と
い
う
意
味
で
甚
だ
閉

鎖
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
極
め
て
公
的
な
会
だ
っ
た
の
で
あ

る
」
と
書
か
れ
て
い
る
点
を
指
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
筆
者
は
、
『
院
御
歌
合
』
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
人
選
と
組
み
合

わ
せ
を
為
家
の
営
為
と
推
定
し
、
そ
の
主
な
理
由
を
、
た
と
え
ば
各
題
冒
頭
の

後
嵯
峨
院
と
小
宰
相
の
組
み
合
わ
せ
、
各
題
悼
尾
の
嘉
陽
門
院
越
前
と
為
家
の

組
み
合
わ
せ
は
、
為
家
以
外
に
は
発
想
し
に
く
い
と
考
え
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、



『
院
御
歌
合
』
の
十
の
歌
題
選
択
も
為
家
の
仕
事
と
推
定
し
た
い
。
一
で
検
討

を
加
え
た
歌
題
を
も
う
一
度
見
て
み
よ
う
。
「
早
春
霞
」
「
山
花
」
「
初
秋
風
」
「
海

辺
月
」
「
旅
宿
嵐
」
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
九
条
基
家
邸
『
詠
三
十
首
』
、
『
御
室
五

十
首
』
、
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』
・
『
松
尾
社
歌
合
』
、
『
卿
相
侍
臣
歌
合
』
、
『
石
清

水
歌
合
』
で
歌
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
殆
ん
ど
は
定
家
、
家
隆
、
慈
円
、
雅

経
そ
れ
に
後
鳥
羽
院
ら
新
古
今
時
代
の
代
表
歌
人
の
歌
が
複
数
残
っ
て
い
る
。

「
山
花
」
に
つ
い
て
は
、
為
家
の
、
問
題
で
詠
ま
れ
た
歌
で
後
堀
河
朝
の
『
内

裏
当
座
』
(
貞
永
元
年
、
二
三
一
二
)
に
お
け
る
作
品
も
残
っ
て
い
た
。

残
る
歌
題
の
中
で
、
「
五
月
郭
公
」
「
野
外
雪
」
は
(
同
想
の
歌
題
は
先
例
が

あ
る
も
の
の
)
『
院
御
歌
合
』
が
初
出
か
と
思
わ
れ
る
。
恋
の
二
題
「
忍
久
恋
ト

「
逢
不
遇
恋
」
と
神
祇
「
社
頭
祝
」
題
は
、
先
例
の
絞
り
込
み
が
難
し
い
。

こ
う
し
た
歌
題
の
設
定
が
和
歌
を
作
り
は
じ
め
て
聞
が
な
い
後
嵯
峨
院
に
で

き
た
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
和
歌
の
家
を
承
し
、
多
く
の
和
歌
資
料
を
父
祖

か
ら
受
け
継
い
で
い
た
為
家
こ
そ
、
こ
う
し
た
歌
題
の
設
定
と
配
列
を
よ
く
な

し
得
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
為
家
が
原
案
を
作
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
を
あ
ら
か
じ
め
後
嵯
峨
院
に
示
し
、
院
の
了
承
を
得
て
い
た
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、
『
院
御
歌
合
』
の
冒
頭
題
「
早
春
霞
」
の
設
定
に
後
嵯
峨
院
政
の
初
発

を
言
祝
ぎ
、
御
代
の
長
久
を
祈
る
意
図
が
龍
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
。
持
尾
題
「
社
頭
祝
」
も
設
定
の
意
図
は
ほ
ぼ
同
様
で
、
祖
神
の
冥
助
に

よ
っ
て
皇
統
が
長
く
栄
え
る
こ
と
を
称
え
、
祈
念
す
る
内
容
と
な
る
。
『
仙
洞
十

人
歌
合
』
の
方
は
、
冒
頭
の
神
祇
歌
で
先
ず
は
皇
室
の
繁
栄
を
言
祝
ぎ
、
最
後

の
「
庭
松
」
題
は
次
の
番
で
始
ま
る
。

四
十
六
番
庭
松

内
大
臣
(
源
通
親
)

ふ
た
ば
よ
り
は
こ
や
の
山
の
み
ぎ
り
な
る
玉
松
が
え
は
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ

右

雅

経

た
れ
ゆ
ゑ
に
な
が
め
わ
び
ぬ
る
ゆ
ふ
ベ
と
て
お
の
れ
や
ど
と
ふ
軒
の
ま
つ

左
持

風
左
の
通
親
の
歌
は
後
鳥
羽
院
政
の
弥
栄
を
祝
う
も
の
だ
が
、
右
の
雅
経
の
方

は
雑
の
恋
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
の
方
が
発
想
の
自
由
度

が
高
く
、
文
芸
性
に
富
む
と
評
せ
よ
う
か
。

五

Q
d
 
つ臼

と
こ
ろ
で
本
稿
で
は
、
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
の
比
較
材
料
と
し
て
、
と
り

た
て
て
説
明
も
せ
ぬ
ま
ま
に
、
正
治
二
年
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
を
用
い
て
き
た
。

両
歌
合
の
成
立
と
そ
の
背
景
は
す
で
に
三
で
見
た
と
お
り
だ
が
、
『
仙
洞
十
人
歌

合
』
に
つ
い
て
も
う
少
し
説
明
し
て
お
こ
う
。
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
か
ら
は
二
首

の
歌
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

落
花
と
い
ふ
事
を

藤
原
雅
経

花
さ
そ
ふ
名
残
を
雲
に
ふ
き
と
め
て
し
ば
し
は
に
ほ
へ
春
の
山
風
(
春
歌
下

.
一
四
玉
、
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
十
四
番
右
勝
)

十
首
歌
合
の
中
に
、
神
祇
を
よ
め
る
前
大
僧
正
慈
円

君
を
い
の
る
心
の
色
を
人
と
は
ば
た
だ
す
の
宮
の
あ
け
の
玉
、
が
き
(
神
祇
歌

.
一
八
九
て
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
四
番
左
勝
)



五
十
番
百
首
の
歌
か
ら
二
首
だ
け
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
に

入
集
し
た
の
は
少
な
い
よ
う
だ
が
、
必
ず
し
も
当
該
歌
合
の
質
が
低
調
だ
っ
た

同
じ
正
治
二
年
に
は
『
正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
が
す
で
に

の
二
首
で
あ
る
。

わ
け
で
は
な
く
、

行
わ
れ
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
成
立
ま
で
に
は
『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
多
く

の
歌
合
や
歌
会
が
あ
っ
て
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
撰
集
資
料
に
は
事
欠
か
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
ろ
う
。
(
因
み
に
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
ほ

か
に
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
か
ら
勅
撰
集
に
入
集
し
た
の
は
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』

に
一
首
(
『
仙
洞
十
人
歌
合
』

ω
・
家
隆
)
、
『
続
古
今
和
歌
集
』
一
首

(
8
・隆

信
)
、
『
新
後
撰
和
歌
集
』
三
首
(
引
・
隆
信
、
お
・
忠
良
、
位
・
定
家
)
、
『
続

千
載
和
歌
集
』
二
首
(
お
・
定
家
、

η
・
家
隆
)
、
『
新
千
載
和
歌
集
』
二
首
(
引

・
家
隆
、
話
、
.
忠
良
)
、
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
一
首

(
2
・
家
隆
)
、
『
新
続
古
今

和
歌
集
』
一
首
(
円
・
後
鳥
羽
院
)
の
八
つ
の
勅
撰
集
、
全
十
一
首
で
あ
っ
て
、

結
果
的
に
は
相
当
な
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
)

と
こ
ろ
で
、
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
か
ら
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
入
集
し
た
二
首

の
内
、
慈
円
の
歌
の
詞
書
に
「
十
首
歌
合
の
中
に
、
神
祇
を
よ
め
る
」
と
あ
っ

た
の
に
注
目
し
た
い
。
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
か
ら
『
新
後
撰
和
歌
集
』
に

採
ら
れ
た
歌
に
つ
い
て
、
撰
者
為
家
は
、
た
と
え
ば
、

十

首

歌

合

に

、

山

花

太

上

天

皇

(

後

嵯

峨

院

)

見
て
も
猶
お
く
ぞ
ゆ
か
し
き
あ
し
が
き
の
よ
し
の
の
山
の
花
の
さ
か
り
は

(
春
歌
中
・
七
八
)

五
月
郭
公
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
せ
給
う
け
る

さ
と
な
れ
て
い
ま
ぞ
な
く
な
る
ほ
と
と
ぎ
す
さ
月
を
人
は
ま
っ
ベ
か
り
け

り
(
夏
歌
・
二

O
O
)

宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
を
本
稿
で
は
一
貫
し
て
そ
の
名
称
で
呼
ん
で
き
た

が
、
当
該
作
品
は
伝
本
に
よ
っ
て
複
数
の
名
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
荒
木
尚
氏
が

(
7
)
 

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
蓮
生
陳
状
』
に
は
「
十
首
御
歌
合
」
と
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
当
時
は
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
底
本

と
し
て
用
い
た
細
川
家
永
青
文
庫
本
に
は
『
十
首
寄
合
建
長
』
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
建
長
は
永
青
文
庫
本
に
附
載
さ
れ
て
い
る
『
蓮
生
陳
状
』
の
奥
書
「
建

蓮
生
」
か
ら
誤
っ
て
記
し
た
も
の
で
、
「
十
首
寄
合
」
が

長
五
季
四
月
十
六
日

元
の
標
題
で
あ
っ
た
。

宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
を
、
詠
者
の
撰
進
か
ら
歌
人
の
組
み
合
わ
せ
、
歌

題
の
設
定
、
判
定
と
、
実
質
的
に
取
り
佐
切
っ
て
き
た
為
家
は
、
正
治
二
年
に

後
鳥
羽
院
政
の
初
発
を
祝
っ
て
開
催
さ
れ
た
所
調
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
の
存
在

を
熟
知
し
て
お
り
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
後
嵯
峨
院
政
の
初
発
を
記
念
す
る

『
十
首
歌
合
』
を
企
画
し
た
。
(
当
該
歌
合
の
下
命
者
が
後
嵯
峨
院
で
あ
っ
た
に

し
て
も
、
実
質
的
な
推
進
者
は
為
家
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
)
為
家
は
『
仙
洞

十
人
歌
合
』
か
ら
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
た
慈
円
の
歌
が
「
十
首
歌
合

nu 
qa 

の
中
に
」
と
記
さ
れ
た
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
、
今
回
の
歌
合
も
そ
れ
に
な
ら

っ
て
『
十
首
歌
合
』
と
名
づ
け
た
。
(
所
謂
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
が
も
と
も
と
『
十

首
歌
合
』
と
呼
称
さ
れ
た
可
能
性
は
高
く
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
行
わ
れ
た
今
回

の
歌
合
も
同
じ
く
『
十
首
歌
合
』
と
呼
称
さ
れ
た
。
永
青
文
庫
本
の
題
筆
に
間

違
っ
て
「
建
長
」
の
文
字
が
付
さ
れ
た
の
も
、
正
治
二
年
の
『
十
首
歌
合
』
と

(
8
)
 

区
別
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
)



『
院
御
歌
合
』
が
、
同
じ
十
題
と
は
言
い
な
が
ら
、
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
と
異

な
っ
て
、
神
祇
歌
の
位
置
を
を
最
後
に
移
し
、
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
で
は
全
部
の

歌
題
が
二
字
題
で
あ
っ
た
も
の
を
多
く
は
組
み
題
に
変
更
し
、
各
季
節
す
べ
て

二
題
で
あ
っ
た
四
季
歌
の
数
を
変
更
し
て
、
季
・
恋
・
覇
旅
・
神
祇
の
順
に
並

べ
替
え
た
の
は
、
『
院
御
歌
合
』
に
お
け
る
工
夫
で
あ
り
、
為
家
の
腕
の
見
せ
所

で
も
あ
っ
た
。
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
に
撰
ば
れ
た
詠
者
は
、
良
経
、
慈
円
、
寂
蓮
、

定
家
、
家
隆
、
雅
経
、
隆
信
ら
の
名
だ
た
る
歌
人
た
ち
、
後
鳥
羽
院
、
源
通
親
、

藤
原
忠
良
も
充
分
な
歌
の
実
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
一
方
『
院
御
歌
合
』
の

行
わ
れ
た
宝
治
元
年
は
定
家
没
後
の
和
歌
沈
滞
期
を
経
て
、
手
練
の
歌
人
は
為

家
、
俊
成
卿
女
、
信
実
、
知
家
(
蓮
生
)
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
状
況
の
中
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
藤
原
為
家
は
よ
く
努
め
た

り
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
表
現
論
」
の
標
題
の
下
、
充
分
な
表
現
論
に
筆

が
及
ば
な
か
っ
た
。
本
論
で
と
り
あ
げ
た
二
つ
の
歌
合
の
表
現
分
析
は
次
の
課

題
と
し
た
い
。

〔注〕
(
1
)
『
藤
原
為
家
研
究
』
(
平
成
却
年
笠
間
書
院
)
拙
論
中
佐
藤
氏
の
論
の

引
用
文
は
す
べ
て
本
書
に
よ
る
。
佐
藤
氏
は
「
本
歌
合
(
筆
者
注
・
『
院
御

歌
合
』
)
で
、
為
家
は
自
詠
に
つ
い
て
は
す
べ
て
勝
を
相
手
の
下
野
に
譲
っ

て
い
る
」
と
さ
れ
る
が
、
「
下
野
」
は
佐
藤
氏
の
勘
違
い
で
、
正
し
く
は
「
嘉

で
あ
る
。

陽
門
院
越
前
」

(
2
)
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
解
題

(
3
)
「
「
新
古
今
」
な
る
も
の
の
展
開
」
(
『
時
代
別
日
本
文
学
史
事
典
』

八
九
年
有
精
堂
)
所
載

(
4
}
「
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
と
小
宰
相
」
(
『
国
語
と
教
育
』
第
お
号

成
却
年
ロ
月
)

九平

(
5
)
『
後
鳥
羽
院
|
我
こ
そ
は
、
に
い
島
守
よ
l
』
(
王
朝
の
歌
人
間

八
五
年
集
英
社
)

(
6
)
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
著
聞
集
』
(
永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
校
注
)

(
7
)
『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
』
第
八
巻
解
題

(
8
)
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
調
書
で
「
十
首
歌
合
」
は
、
本
稿
中
の
『
仙
洞
十

人
歌
合
』
を
指
し
て
お
り
(
一
八
九
一
・
慈
円
)
他
の
十
首
歌
合
の
場
合

は
た
と
え
ば
「
和
歌
所
十
首
歌
合
」
(
九
四
二
'
の
知
く
表
記
し
て
い
る
。

『
続
後
撰
和
歌
集
』
の
詞
書
中
の
「
十
首
歌
合
」
は
本
稿
中
の
『
院
御
歌

合
』
を
指
し
、
他
の
十
首
歌
合
の
場
合
は
「
九
月
十
三
夜
歌
合
」
(
二
四
七
)

や
「
恋
十
首
歌
合
」
(
七
三
こ
の
如
く
表
記
す
る
。
『
続
古
今
和
歌
集
』

は
『
遠
島
御
歌
合
』
を
指
し

九

-31ー

で
「
十
首
歌
合
」

(
四
四
一
)
、
前
掲
の
『
仙

洞
十
人
歌
合
』
は
「
正
治
二
年
十
首
歌
合
」
(
七
二
六
)
、
『
院
御
歌
合
』
は

「
宝
治
元
年
刈
則
十
首
歌
合
」
(
六
九
八
)
と
表
記
す
る
。
『
続
拾
遺
和
歌

の
例
は
な
く
、
「
正
治
二
年
、
十
首
歌
合

集
』
の
詞
書
に
は
「
十
首
歌
合
」

に
」
(
一
一
一
)
「
宝
治
元
年
十
首
歌
合
に
」
(
八
二
)
な
ど
の
例
が
あ
る
。
『
続

千
載
和
歌
集
』
に
は
「
正
治
二
年
九
月
十
首
歌
合
に
、
落
花
」
(
一
五
)
の

例
が
あ
る
。



煩
雑
な
記
述
に
な
っ
た
が
、
右
に
と
り
あ
げ
た
歌
合
を
、

成
立
当
時
①
正
式
の
名
称
と
し
て
何
と
呼
ん
で
い
た
か

は
別
称
と
し
て
何
と
呼
ん
で
い
た
か
、

さ
ら
に
後
世
、

そ
れ
ぞ
れ
の

②
略
称
あ
る

そ
れ
ら
の
歌
合

を
一
つ
の
作
品
と
し
て
書
写
す
る
場
合
な
ど
に
①
正
式
の
名
称
と
し
て

何
と
呼
ん
で
い
た
か
②
略
称
あ
る
い
は
別
称
と
し
て
何
と
呼
ん
で
い
た

か
、
個
別
の
歌
合
を
、
個
別
の
勅
撰
和
歌
集
の
調
書
中
に
記
載
す
る
場

合
、
①
正
式
の
名
称
と
し
て
何
と
呼
ん
で
い
た
か
②
略
称
あ
る
い
は
別

称
と
し
て
何
と
呼
ん
で
い
た
か
、
等
の
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。
そ
も
そ

も
個
別
の
歌
合
に
当
初
か
ら
「
正
式
の
名
称
」
が
あ
っ
た
の
か
否
か
も
判

然
と
し
な
い
。
右
に
勅
撰
和
歌
集
中
に
お
け
る
こ
つ
の
歌
合
の
名
称
を
調

べ
た
限
り
で
は
、
個
別
の
正
式
名
称
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
「
解
題
」
(
家
郷
隆

文
氏
執
筆
)
に
よ
る
と
コ
宝
治
歌
合
」
「
宝
治
二
年
歌
合
」
「
内
裡
歌
合
」

「
後
嵯
峨
院
歌
合
」
「
宝
治
二
年
仙
洞
歌
合
」
「
十
首
歌
合
」
と
も
呼
ば
れ
」

て
い
る
と
い
う
。
「
呼
ば
れ
」
と
言
う
表
現
は
微
妙
で
、
「
一
つ
の
纏
ま
っ

た
作
品
と
し
て
の
名
称
群
」
か
「
書
名
と
し
て
の
名
称
群
」
か
「
さ
ま
ざ

ま
な
媒
体
に
お
け
る
呼
び
名
」
か
は
特
定
で
き
な
い
。
勅
撰
集
中
に
は
「
宝

治
元
年
十
首
歌
合
」
と
い
う
例
も
あ
っ
た
。

歌
合
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

q
h
 

q
d
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